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1 は じ め に

冷害年の稲わらは,その生産量や成分が通常年と異なる
ことが知られている。特に窒素・炭素成分の量や質の変動
は施肥窒素の取り込み・放出や土壌の還元化を通して次期

作の水稲生育に影響を及ぼすことが懸念される。そこで

1993年の強度の障害不稔冷害を受けた稲わらの生産量や窒

素成分,窒素の放出特性などの特徴を平年の稲わらと比較
検討した。

2試 験 方 法

に)1998年稲わらの生産量と成分の傾向
1)試験場所 :岩手農試本場 (滝沢村),岩手農試県

南分場 (江刺市)以上作況試験,有機物管理試験 (土壌環
境基礎試験定圃場調査)

岩手農試県北分場 (軽米町)作況試験
2)測定項目 収穫期のわら重,窒素濃度,わ らの窒
素量を1998年 と1992年で比較した。1993年は不稔歩合と上

記項目の関係を検討し,一部の試料については全糖とデン
プンを常法により分析した。

2)冷害稲わらの窒素放出特性試験
1993年産の障害不稔が多発 (不稔歩合95%)し た稲わら
(以下,冷害わらという)と 1992年産の稲わら (以下,通
常わらという)をそれぞれ土壊に混ぜて室内で湛水培養し,
経時的にアンモニア態窒素を測定した。冷害わらと通常わ

らの成分は表 2にそれぞれ試料A,試料 Eと して示した。
土壌に対する添加量は風乾±100g当 たり冷害わら10g,
通常わら06g,及びわら無添加とした。供試土壌は岩手
農試本場 (多湿黒ボク土)と同県南分場 (褐色低地上)の
一般管理水田圃場の作土を軽く風乾して用いた。基肥によ

る窒素施用を想定し,それぞれの処理に対し培養開始時に

窒素を添加した系列と,添加しなぃ系列を設けた。窒素添
加量は風乾±100g当 たり10mgNと し,硫安を用いた。培
養温度は20,30℃ ,培養規模は1ボ トル (600ml)当 り風
乾上200g相当量とした。

3 試験結果及び考察

C)1993年稲わらの生産量と成分の傾向
表 1に岩手農試本分場における1993年産稲わらの牛鵡 ,

窒素濃度,窒素保有量を示した。4産量は前年比150～ 190
%で ,本場,県北分場では10a当 りltを越えていた。窒
素濃度は本場,県北分場ではほぼ前年並,県南分場では低
かったが,窒素保有量は本分場とも前年を上回り,特に本

表 1 1993年稲わらの生産量・窒素濃度・窒素保有量
の傾向

本 耀男  1360(190)  06(95)  82(170)

注 ()内 は前年比%

表 2 不稔歩合と稲わらの窒素・炭素・炭水化物含量

わら試料 不稔歩 全炭素
(年次)合(%)含訳 %)

窒素濃 炭素率

度(%)(C/N比 )
全糖 デンプン

(%) (%)
A('93)  95
B('93)  88
C('93)  46
D('92)約 5
E('92)  ―
F('92)約 6

392   089
41 0    0 72

399   059
868   051
384    046

■

４

‐２

９
345
357

42   38
注 試料A～ Eは農試本場,Fは 山形県(平成4年度東北
地域水田作検討会資料より)試料A,Eは窒素放出
特性試験に供試した。

場,県北分場では前年の 2倍近い値となった。
不稔歩合が増加するほどわらの生産量,窒素濃度,窒素
保有量はいずれも増加した (図 1,2,表 2)。 わらの全
炭素含量は不稔歩合が増加しても大きく変動することはな

かったが,窒素濃度が高まるためC/N比 は低下した。不
稔歩合の高いわらほど全糖,デ ンプンの含量が高かった
(表 2)。 これらは生育量が大きく,生育期間の茎葉窒素濃
度が高かった稲ほど障害不稔が多かったつこと,そ して通

常は穂に移行すべき養分が障害不稔により茎葉に蓄積した

ことによると考えられた。

0)冷害稲わらの窒素放出特性
図 3に稲わらを添加した培養試験でのアンモニア態窒素
の消長を示した。窒素を添加した系列では本場土壌,県南
上壌とも積算温度600℃の時点でアンモニア態窒素量はわ

ら無添加>冷害わら添加>通常わら添加の順に多かったが,
冷害わら添加では積算温度1200℃以降はわら無添加並となっ

た。窒素を添加しない系列でのアンモニア態窒素量は,積
算温度800℃以降冷害わら添加で最も高く推移した。以上

は冷害わらでは窒素濃度が高く,分解されやすい炭素成分
を多く合むことに起因すると考えられた。

農試本場の水田地温観測から,積算温度400℃ は6月 上
旬,1200℃ は7月上旬,2000℃ は8月 中旬に相当する (デー
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図 1 不稔歩合とわら重の関係
注 凡例 (図 2と共D
O:本場 (あ きたひまち)
△ :県南分場 (ササニシキ,ひとめばれ)
□ :県北分場 (たかねみのり)

mg/100g

夕省略)。 これらのことから冷害稲わらを多量に施用事 し
た場合,通常年のわら施用に比較し基肥窒素の取り込みが
少なく再放出が早い,生育中後期の窒素発現が多いといっ
たことが見込まれる。また,培養中のガス発生も冷害わら
添加で多いことが観察されたため,土壌還元の進行が速い
ことが予想される。

4 ま と め

1993年の稲わらの生産量,窒素保有量は前年に比較 して
多く,特に本場,県北分場でこの傾向が顕著であった。障
害不稔が多いはど,稲わら鍬込みにより多量の窒素が投入
され,わ ら自体の分解も速く窒素の放出が多くなる特徴が

不稔歩合 (%)

不稔歩合とわらの窒素量の関係

■g/100g

ある。したがって,次年度の施肥管理として以下の点に注
意する必要があると考えられる。
基肥窒素はわら鍬込みのみの場合は基準量施用とするが,
腐熟促進肥料を施用した場合は減肥する。穂肥は栄養診断
に基づき慎重に行う。異常還元が懸念されるので中耕 。中
干し・間断潅漑を徹底する。
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図3 稲わらによる窒素の取り込みと放出 (室内培養試験)

□わら無し +冷害わら 0通常わら
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□わら無し +冷害わら
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